
今年も残すところ２か月を切ってしまいました。秋から

冬にかけては、植木も休眠状態となるようで、一般的に植

木を移植する適期です。再建工事の工程を見ると、来年７

月には着工となりますので、この秋冬に庭木を動かさなけ

ればなりません。外観イメージ図を眺めると、今までの庭

木がおさまる場所は見当たりません。さてどうしたもの

か？なにしろ、庭木の９割９分は私が住職してからのもの

で、寄付していただいたものだったり、譲ってもらったも

の、挿し木で増やしたものなど、それぞれに思いが込めら

れています。そこで、どうしても新しい伽藍の植栽に使っ

てもらいたいものと市原別院に移植するものと選別をしな

ければならないのですが、込められた思いが邪魔をしてな

かなか前に進めずにいます。そろそろ、植木屋さんと相談

して、庭木と気持ちの整理をしたいと思います。
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でしたが、実施設計は細部のことが多く

なるので、あとは住職と設計士さんとの

打ち合わせになります。もちろん、打ち

合わせ結果は月例役員会での報告と、

「再建だより」への掲載をしていくつも

りでおります。

同時に、今までサボっていたホーム

ページも業者さんに頼んでリニューアル

予定です。７月から変貌を遂げていく様

子を、ホームページ上でも閲覧できるよ

うにいたします。もちろん、ｉＰａｄに

も対応させますので、ご期待ください。

出版物に第○巻第○号と小さく表記し

てあるものがありますが、巻は発行して

からの年数で、号はその年の何号目かを

意味するのだそうです。第１巻ならその

年に創刊したということになります。

この「再建だより」も、この号で第１

巻が終わり、次号からは２年目を意味す

る第２巻となる予定です。おそらく、年

内にもう１号発行することは、お正月を

控えていたり、寺報の準備もあったりし

てきびしいと予測しているからです。

ただし、設計士さんとの打ち合わせ

は、11月中にも予定があります。基本

設計は役員さんも同席しての打ち合わせ

次号から第２巻となります。
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伽藍再建に向けて
・ご寄付受付中

・実施設計の契約

・再建工事工程

・施工業者選定条件
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伽藍再建への道

第1巻 第5号

（第5号）

菅野企画設計さんが復元工事を手掛けた、多治見市の永保寺本堂内部。

圓福寺の本堂の雰囲気に一番近いそうです。

【永保寺】
岐阜県多治見市にある臨済宗南禅寺派の

古刹。虎渓山専門道場として、修行道場と

して名高い。開山堂と観音堂は国宝の建造

物で、庭園は国の名勝に指定されている。
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ご寄付の途中経過

「再建寄付申込書」に、一通のお手紙

が添えられていました。

お手紙の主は、89才の女性です。

「火事のあと、再建の寄付があると

思って、少ない年金を貯めてやっと30
万円になりましたので、一括で寄付で

きます。

また、これから買いたいものもガマ

ンして、5万円ぐらいの仏具をと思って

います。」

しばらく、開いたお手紙をたたむこと

ができませんでした。大切なお心のこ

もったご寄付で、「ご芳志」という言葉

が肚の底にストンとおさまりました。大

切に伽藍再建に使わせていただきたいと

思います。

寄付逸話

去る10月19日に、「伽藍再

建に向けて」の表題で、伽藍再

建の寄付金のお願いをお送りさ

せていただきました。いよい

よ、再建に向けて、実質的な歩

みを始めたことになります。な

にとぞ、ご協力のほど、重ね重

ねよろしくお願い申し上げま

す。

この「再建だより」では、ご

寄付の状況も、途中経過として

お知らせしてまいりたいと思い

ます。

右の図表の通り、ご寄付のお

願いをさせていただいて約半月

で、寄付目標額の３割のご寄付

をお申込みいただきました。ひ

とえに、みなさまの再建に対す

る思いを感じるばかりでござい

ます。

再建寄付金とは別にお願いし

た「仏像仏具篤志寄付」の方

も、11,050,000円の篤志が集

まっておりますことをご報告申

し上げます。

86,760,000 円

26,593,000 円

60,167,000 円

30.65%

84 名

一括 71 名

分割 13 名

寄付人数

達成率

寄付目標額

寄付人数内訳

寄付申込額

寄付残額
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施工会社の条件

１）宗教法人圓福寺新築工事を施工するに当たり、請負者は社寺建築の指導監督経験があ

り、15年以上の建築指導監督経験のある主任技術者（一級施工管理技士）をつけるこ

と。

２）過去に社寺建築（100㎡以下の小規模な伽藍及び住宅は含まない）指導監督経験があ

り、5年以上の建築指導監督経験のある専任監督（一級施工管理技士）を現場に常駐さ

せること。

３）上記、主任技術者及び専任監督は2年以上請負業者に所属していること。尚、主任技術者

と専任監督は兼務できるものとする。

４）見積提出時に主任技術者及び専任監督の経歴書を提出すること。

施工会社の選定資料

会社名

住所

電話/FAX

社員数 人

一級建築士 人

一級施工管理技士 人

資本金 円

前年度売上 億円

自己資本比率 ％

寺院名 構造 所在地

現在までに施工した
主な寺院名と所在地

（○○市）

宗教法人　圓福寺　新築工事　施工会社選定資料

〒

有資格技術者数



これからの流れ

・資金計画
伽藍再建に要する費用としては、建物だけでなく、什器備品類の購入費、

落慶法要の費用などがあげられます。これらの諸費用に対して、お寺の財務

状況を精査しての自己資金の算出、檀信徒寄付金の設定、金融機関からの借

り入れ額の算出と返済計画立案、本山からの補助金などを考慮して資金計画

が成立するかどうかを熟慮して、役員会の承認をいただきます。

役員会の承認ののち、檀信徒のみなさんへの寄付趣意書の作成および発

送、借入金の事務手続き、本山への補助金申請をいたします。

・本設計の依頼
資金計画の承認を得てから、設計事務所さんに本設計の依頼をいたしま

す。およそ３か月の期間を要す予定です。

・本設計
実施設計とも言われ、細部にわたっての詳細な図面の作成、材料・資材の

選定などがなされます。

・工事見積もり業者の選定
社寺建築の実績や現場管理の有資格者など厳密な条件のもとにピックアッ

プされた業者さんの中から、工事見積もり業者さんを役員会にて選定いたし

ます。

・工事見積もりの依頼、施工業者の選定と契約
現場説明会ののち見積書を提出していただき、役員会にて開封、検討の

上、施工業者さんを決定して、工事請負契約を結びます。

・工事開始
地鎮祭ののち、工事を着工いたします。途中、上棟式を経て、工事期間

は、およそ１年ほどとのことでした。

・工事完成、什器備品の据え付け、落慶法要
工事が完了して引き渡しが済んだら、建物内外に什器備品をしつらえ、落

慶法要に向けて諸準備ののち落慶法要を執り行います。
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設計監理の業務委託

再建の資金計画案が役員会で

承認され、菅野企画設計さんに

実施設計の依頼をすることにな

りました。ついては、再建工事

の設計および監理についての契

約をいたしました。下記は、業

務委託書です。なお、基本設計

の費用は今回の費用に含まれる

ことになっていますので、実施

設計および監理の費用は、

21,000,000円となります。
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外観イメージ図

   駐車場は庫裏の前だけでなく、本堂前の一段低いところに

も用意しました。平日の日中のみ、幼稚園バスを置かせていただ

きますが、庫裡前の駐車場はお寺専用となりますので、いつお参り

に来られてもご不便をおかけすることはなくなります。

庫裏前の駐車場からは、ほぼ段差なしに本堂や庫裏に行くことが

できます。本堂前の駐車場は一段下がった場所にあり、本堂から駐

車している車が気になることはありません。ご法事が集中する土日

には、こちらも駐車できます。また、足の不自由な方がお墓参りに

来られた時は、こちらの駐車場を使えば段差なしにお墓に行けるよ

うに配慮してあります。

Page 5

玄関ホールの天井を、シンプル

にしていただきました。より一

層、玄関ホールの広さが感じられ

ることでしょう。

禅寺らしさを感じさせてくれる

山門。正式には「薬医門」と言わ

れます。

この写真を見せてもらった役員

さんは、「こんなに立派なものが

できるのかあ。」と感嘆の声を上

げていました。

山門


